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会
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募
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◆
カ
ラ
オ
ケ（
ひ
ま
わ
り
ク
ラ
ブ
）

　
月
２
回
。
水
曜
日
午
前　
時
～
正

１０

午
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費

月
２
０
０
０
円
。
プ
ロ
の
作
曲
・
作

詞
家
が
親
切
丁
寧
に
指
導
。
初
心
者

歓
迎
。
体
験
見
学
可
。
詳
し
く
は
滝

沢
緯
４
７
３
・
６
２
９
５
へ
。

　
◆
東
久
留
米
ペ
ン
習
字
会　
月
２

回
。
第
１
・
第
３
の
月
曜
ま
た
は
水

曜
日
の
午
前　
時
半
～
正
午
他
、
生

１０

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
。
入
会
金
３
０

０
円
、
会
費
月
２
７
１
０
円
。
水
曜

日
は
午
後
の
場
合
も
あ
り
。
つ
け
ペ

ン
と
ボ
ー
ル
ペ
ン
。
初
級
～
上
級
。

詳
し
く
は
菊
池
緯
４
７
４
・
９
３
０

８
へ
。

　
◆
混
声
合
唱
団
グ
レ
イ
ス　
月

３
回
。
木
曜
日
午
後
１
時
半
～
３
時

半
他
、
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
他
で
。

入
会
金
１
０
０
０
円
、
会
費
月
３
０

０
０
円
他
。
コ
ー
ラ
ス
が
初
め
て
の

方
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。
男
性
も
歓

迎
。
詳
し
く
は
宮
田
緯
４
７
５
・
７

０
２
０
へ
。

　
◆
く
る
め
水
墨
画　
第
１
・
第
３

木
曜
日
の
午
前　
時
～
正
午
、
中
央

１０

町
地
区
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２
０

０
０
円
。
初
心
者
歓
迎
。
講
師
は
日

本
水
墨
画
協
会
会
員
。
詳
し
く
は
田

口
緯
４
７
１
・
３
４
６
９
へ
。

　
◆
日
本
画（
杉
の
会
）　
第
１
土
曜

日
の
午
前
９
時
半
～
正
午
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
で
。
会
費
月
２
０
０
０

円（
材
料
費
を
含
む
）。
岩
絵
の
具
を

使
っ
た
日
本
画
を
、
初
心
者
か
ら
実

態
に
応
じ
て
指
導
。
詳
し
く
は
中
島

緯
４
５
８
・
６
４
７
０
へ
。

催

し

　
◆
第　
回
東
久
留
米
写
真
同
好
会

１９

写
真
展（
東
久
留
米
写
真
同
好
会
）　

１
月　
日
（
土
）
～　
日
（
水
）
の

１６

２０

午
前　
時
～
午
後
６
時
（
最
終
日
は

１０
午
後
５
時
ま
で
）、
ス
ペ
ー
ス
１
０

５
（
市
役
所
向
か
い
）
で
。
入
場
料

無
料
。
写
真
好
き
な
仲
間
た
ち
の
習

作
写
真
の
中
か
ら
選
ん
だ
作
品
を
展

示
。
詳
し
く
は
白
石
緯
４
７
５
・
２

７
９
１
へ
。

　
◆
第　
回
東
久
留
米
保
育・教
育・

３３

子
育
て
を
考
え
る
集
会
（
第　
回
子
３３

育
て
集
会
実
行
委
員
会
）　
２
月
７

日
（
日
）
午
前
９
時　
分
～
午
後
４

５０

時
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
他
で
。
資

料
代
５
０
０
円
。
記
念
講
演
「
子
ど

も
た
ち
の
居
場
所
が
紡
い
で
き
た
ま

な
ざ
し
」
西
野
博
之
氏
。
詳
し
く
は

草
刈
緯
０
８
０
・
６
５
６
８
・
３
７

５
７
へ
。

　
◆
新
年
お
茶
会
（
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ

ト
東
京
都
第
１
５
０
団
）　
１
月　
１７

日
（
日
）
午
前　
時
～
正
午
、
生
涯

１０

学
習
セ
ン
タ
ー
和
室
で
。
参
加
費
１

０
０
円
。
年
中
～
小
学
３
年
生
と
そ

の
保
護
者
。
要
申
し
込
み
。
詳
し
く

は
當
麻
緯
４
７
３
・
７
４
３
０
へ
。

　
◆
社
交
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
（
サ

ン
フ
ラ
ワ
ー
ダ
ン
ス
）　
１
月　
日
２３

（
土
）
午
後
１
時
半
～
４
時
、
東
部

地
域
セ
ン
タ
ー
１
階
講
習
室
で
。
参

加
費
３
０
０
円
。
い
き
い
き
と
健
や

か
に
。
１
人
で
も
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
飲
み
物
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
馬
場
緯
０
９
０
・
９

８
５
２
・
１
１
０
２
へ
。

　
◆
新
年
か
る
た
会
（
東
久
留
米
図

書
館
友
の
会
）　
１
月　
日（
日
）午

２４

後
１
時
～
４
時
、
中
央
町
地
区
セ
ン

タ
ー
で
。
参
加
費
２
０
０
円
（
茶
菓

代・保
険
代
）。
百
人
一
首
や
ド
ラ
え

も
ん
か
る
た
で
和
の
お
正
月
を
。
申

し
込
み
締
め
切
り
は　
日（
日
）。
詳

１７

し
く
は
久
保
木
緯
４
２
１
・
３
３
６

８
へ
。

　
◆
第
３
回
銀
杏
寄
席
（
慶
應
義
塾

東
久
留
米
三
田
会
）　
１
月　

日
３０

（
土
）
午
後
２
時
開
演
（
１
時
半
開

場
）、
成
美
教
育
文
化
会
館
１
階

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
木
戸
銭
５
０
０
円
。

 
金  
原  
亭  
駒  
与  
志 
社
中
の
皆
さ
ん
に
よ

き
ん 
げ
ん 
て
い 
こ
ま 
よ 

し

る
落
語
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
詳

し
く
は
田
島
緯
０
９
０・２
２
４
７・

３
９
１
４
へ
。

　
◆
２
０
１
６
新
春
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
（
レ
ッ
ツ・ダ
ン
ス
）　
１
月

　
日
（
日
）
午
後
１
時
～
４
時
、
ス

３１ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
。
入
場
料
１
５

０
０
円
（
前
売
り
は
１
０
０
０
円
）。

第　
回
三
笠
宮
杯
で
優
勝
し
た
オ
レ

３５
ク
シ
ー
グ
ザ
ー
・
太
田 
吏  
圭  
子 
組
の

り 

か 

こ

デ
モ
有
り
。
詳
し
く
は 
西  
垣  
内 
緯
０

に
し 
が
き 
う
ち

９
０
・
１
８
８
５
・
８
８
５
６
へ
。

　
◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
学
習
会
（
ひ
ろ

ば
の
会
）　
１
月
９
日（
土
）午
後
３

時
半
～
５
時
半
、
ス
ペ
ー
ス
１
０
５

（
市
役
所
向
か
い
）
で
。
資
料
代
５

０
０
円
。
講
師
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ア

ク
シ
ョ
ン
代
表
の
白
石
孝
氏
。
詳
し

く
は
白
石
緯
４
７
４
・
９
５
２
０
へ
。

　
◆
介
護
予
防
・
介
護
リ
ハ
ビ
リ
の

た
め
の
太
極
拳
ゆ
っ
た
り
体
操
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
東
久
留
米
福
祉
オ
ン
ブ
ズ

の
会
）　
１
月　
日（
土
）午
前　
時

２３

１０

か
ら（
９
時
半
開
場
）、西
部
地
域
セ

ン
タ
ー
３
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
。
参

加
費
無
料
。
ゆ
っ
た
り
と
し
た
呼
吸

で
、
集
中
力
や
免
疫
力
を
ア
ッ
プ
し
、

体
幹
の
筋
肉
を
鍛
え
る
体
操
。
詳
し

く
は
早
川
緯
０
８
０
・
８
７
４
５
・

０
７
８
７
へ
。

　
◆
３
・　

プ
レ
東
日
本
大
震
災
復

１１

興
支
援　
ジ
ョ
イ
ン
ト
講
演
会
（
東

久
留
米
市
福
島
県
人
会
）　
２
月　
１１

日
（
祝
）
午
後
１
時
半
開
会
（
１
時

　
分
開
場
）、
成
美
教
育
文
化
会
館

２０３
階
大
研
修
室
で
。
入
場
料
５
０
０

円
。
復
興
支
援
と
し
て
福
島
の
現
状

を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
詳
し
く

は 
宇  
津  
木 
☎
０
９
０
・
５
５
８
３
・

う 

つ 

ぎ

８
３
４
７
へ
。

　
市
で
は
、　

年
１
月
か
ら
認
証

２８

保
育
所
な
ど
の
市
が
指
定
す
る
認

可
外
保
育
施
設
に
通
園
し
て
い
る

児
童
の
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
、
助
成
事
業
を
始

め
ま
す
。

　
【
時
期
】　
年
１
月
～
３
月
分
の

２８

申
請
が
３
月
、交
付
が
５
月（
予
定
）

　
【
対
象
施
設
】市
が
補
助
金
を
支

出
す
る
認
証
保
育
所
、
定
期
利
用

保
育
施
設
な
ど
の
認
可
外
保
育
施

設
　
【
助
成
対
象
者
】市
内
に
居
住
し
、

対
象
施
設
に
通
園
す
る
児
童
の
保

護
者

認
可
外
保
育
施
設

　
【
助
成
金
額
】認
可
外
保
育
施
設

に
支
払
っ
た
保
育
料
と
お
子
さ
ん

が
認
可
保
育
所
に
入
園
し
た
場
合

の
保
育
料
と
の
差
額
で
、
上
限
が

月
額
５
０
０
０
円
（
第
２
子
以
降

の
場
合
は
７
０
０
０
円
）

　
申
し
込
み
は
申
請
書
を
記
入
の

上
、
必
要
書
類
を
添
え
て
在
籍
し

て
い
る
施
設
ま
た
は
子
育
て
支
援

課
（
市
役
所
２
階
）
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
在
園
し
て
い
る
方
に

は
２
月
ご
ろ
に
園
を
通
じ
て
申
請

書
を
配
布
す
る
予
定
で
す
。

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
４
５
へ
。

　
認
知
症
の
高
齢
者
を
介
護
す
る

家
族
の
方
、
日
々
の
不
安
や
心
配

事
な
ど
を
気
軽
に
話
し
に
来
ま
せ

ん
か
。
対
象
の
地
域
を
確
認
の
上
、

担
当
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
申
し
込
み
を
し
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
参
加
費
は
１
０
０
円
（
茶

菓
子
代
な
ど
）
で
す
。

◎
東
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】
上
の
原
、
金
山
町
、
神

宝
町
、
氷
川
台
、
大
門
町
、
小
山
、

東
本
町
、
新
川
町
、
浅
間
町

　
【
日
時
】
１
月　
日
（
木
）、
２

２１

月　
日
（
火
）
の
い
ず
れ
も
午
後

１６
１
時　
分
～
２
時　
分

１５

４５

　
【
会
場
】東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
会

議
室
２

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
東
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

３
・
９
９
９
６
へ
。

◎
中
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】
本
町
、
幸
町
、
中
央
町
、

　
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
豊
か
な

経
験
を
持
つ
市
民
講
師
が
講
座
を

開
講
し
ま
す
。
市
民
同
士
の
学
び

合
い
の
場
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。各

講
座
共
通
の
事
項

　
【
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

　
【
時
間
】「
午
前
」
が
午
前　
時
１０

～
正
午
▼
「
午
後
１
」
が
午
後
１

時
～
３
時
▼
「
午
後
２
」
が
午
後

４
時
～
６
時

　
【
受
講
料
】１
回
コ
ー
ス
が
１
０

０
円
、
３
回
コ
ー
ス
が
３
０
０
円

（
基
礎
資
料
代
）

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方

　
申
し
込
み
は
１
月　
日
（
水
）

２０

ま
で
に（
必
着
）、は
が
き
に
①
講

座
名
（
複
数
可
）
②
郵
便
番
号
・

住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
④
年

齢
・
性
別
⑤
電
話
番
号
を
記
入
の

上
、
〒
２
０
３
儿
０
０
５
４
、
中

央
町
２
ノ
６
ノ　
、
生
涯
学
習
セ

２３

ン
タ
ー
内
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
久
留

米
市
文
化
協
会
事
務
局
「
市
民
大

学
短
期
コ
ー
ス
申
し
込
み
」
係
宛

て
郵
送
を
。
な
お
１
月
７
日（
木
）

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
電
子

申
請
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
１
月

　
日
（
木
）
午
後
１
時
半
か
ら
同

２１協
会
で
抽
選
。
応
募
者
が　
人
に

１０

満
た
な
い
講
座
は
開
講
し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
同
協
会
☎
４
７
７
・

４
７
０
０
へ
。

講

座

案

内

【
３
回
コ
ー
ス
】

　
●
今
こ
そ
論
語
に
親
し
み
ま

し
ょ
う
＝
２
月
５
日
・　

日
・　
１２

１９

日
、
い
ず
れ
も
金
曜
日
の
「
午
後

１
」。
論
語
の
章
句
に
生
き
方
を

学
び
、
人
生
を
豊
か
に
し
よ
う
。

定
員　
人
。
講
師
は 
比  
田  
井  
芳  
武 

ひ 

だ 

い 
よ
し 
た
け

３６

氏
。
教
材
費
８
４
０
円
。

　
●
日
本
人
の
特
性
を
考
え
る
＝

２
月
８
日
・　

日
・　

日
、
い
ず

１５

２９

れ
も
月
曜
日
の「
午
後
１
」。
世
界

の
中
で
も
特
異
な
国
民
性
を
も
つ

日
本
人
。
そ
の
具
体
例
と
淵
源
を

探
る
。
定
員　
人
。
講
師
は 
國  
米 

こ
く 
ま
い

３６

 
家  
已  
三 
氏
。
持
ち
物
は
筆
記
用
具
。

か 

き 
ぞ
う

　
●
入
園
準
備
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

手
提
げ
を
作
ろ
う
＝
２
月　
日
・

１６

　
日
、
３
月
１
日
、
い
ず
れ
も
火

２３曜
日
の「
午
前
」。
入
園
時
に
必
要

と
な
る
手
提
げ
や
巾
着
を
希
望
の

寸
法
で
作
製
。
定
員　
人
。
講
師

１０

は
中
川
由
喜
子
氏
。
教
材
費　
円
。

５０

持
ち
物
は
筆
記
用
具
、
裁
縫
道
具
、

方
眼
定
規
、
カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ
、

布
、
糸
、
ひ
も
。
作
り
た
い
袋
の

　
地
表
面
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
化
な
ど
に
よ
る
雨
水

の
地
下
浸
透
量
の
減
少
は
、
湧
水

や
河
川
の
水
量
に
影
響
を
与
え
ま

す
。
雨
水
浸
透
ま
す
は
、
屋
根
に

降
っ
た
雨
水
を
地
下
へ
戻
し
、
地

下
水
を
蓄
え
る
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
市
内
の
豊
か
な
水
辺
環
境

を
保
全
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
既
存
住
宅
へ
の
雨
水
浸
透
ま
す

の
設
置
に
は
、
設
置
補
助
金
制
度

を
利
用
で
き
ま
す

　
【
申
請
対
象
者
】敷
地
が
１
０
０

０
平
方
丿
未
満
の
既
存
の
個
人
住

宅
（
新
築
、
増
築
な
ど
を
除
く
一

般
住
宅
）
を
所
有
す
る
方

　
【
補
助
金
額
】設
置
状
況
に
よ
り
、

経
費
の
全
部
ま
た
は
一
部

　
ご
希
望
の
方
は
、
市
指
定
下
水

道
工
事
店
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参

照
）
ま
た
は
環
境
政
策
課
☎
４
７

０
・
７
７
５
３
へ
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
　
詳
し
く
は
同
課
へ
。

「
認
知
症
介
護
者
家
族
会
」

「
認
知
症
介
護
者
家
族
会
」をを

開
催
し
ま

開
催
し
ま
すす

　
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」は
昭
和　
３０

年
に
制
定
さ
れ
、
今
年
で　
回
目

６２

を
迎
え
ま
す
。
昭
和　
年
１
月　

２４

２６

日
に
奈
良
県
の
法
隆
寺
で
金
堂
壁

画
が
火
災
に
よ
り
焼
失
し
た
こ
と

を
契
機
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
文
化
財
は
木
や
紙
な
ど
の
可
燃

物
で
作
ら
れ
て
い
る
も
の
が
多
く
、

ひ
と
た
び
火
災
に
な
る
と
、
燃
え

広
が
り
、
被
害
が
大
き
く
な
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。

　
市
内
に
は
、
国
登
録
有
形
文
化

財
の
村
野
家
住
宅
を
は
じ
め
、
多

く
の
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
化
財
防
火
デ
ー
を
契
機
に
、
文

化
財
の
防
火
設
備
の
点
検
や
自
衛

消
防
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
で
放
火
防
止
対
策
を
図

る
な
ど
、
貴
重
な
財
産
で
あ
る
文

化
財
を
火
災
な
ど
か
ら
守
り
ま

し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
予

防
課
防
火
査
察
係
☎
４
７
１
・
０

１
１
９
へ
。

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間

　
平
成
７
年
１
月　
日
に
発
生
し

１７

た
阪
神
淡
路
大
震
災
を
契
機
に
創

設
さ
れ
た
「
防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
週
間
」
は
、
災
害
時
の
自
主
的

な
防
災
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る
と
と

も
に
、
災
害
へ
の
備
え
の
充
実
・

強
化
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

東
京
消
防
庁
災
害
時
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

　
東
京
消
防
庁
災
害
時
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
、
同
庁
管
下
に
震
度

６
弱
以
上
の
地
震
や
大
規
模
な
自

然
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
、

あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
あ
る
消
防

署
に
参
集
す
る
事
前
登
録
制
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
現
在
、
東
久

留
米
消
防
署
に
は
、　

人
が
登
録

４１

し
て
い
ま
す
。

　
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
に
備
え
る
た
め
、
よ
り
多
く
の

方
の
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
登
録

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
同
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
動
に
興
味
を
お
持
ち

の
方
は
、
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
署
警
防
課
防
災
安

全
係
☎
４
７
１
・
０
１
１
９
へ
。

　
新
た
に
成
人
し
た
皆
さ
ん
の
門

出
を
祝
福
し
、「
成
人
の
日
の
つ

ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
【
日
時
】
１
月　
日
（
祝
）
▼
１

１１

回
目
＝
午
前　
時
か
ら
（
久
留
米

１１

中
学
校
・
西
中
学
校
・
南
中
学
校

の
通
学
区
域
の
方
）
▼
２
回
目
＝

午
後
２
時
か
ら
（
東
中
学
校
・
大

門
中
学
校
・
下
里
中
学
校
・
中
央

中
学
校
の
通
学
区
域
の
方
）

　
※
受
け
付
け
は
い
ず
れ
も
開
始

　
分
前
か
ら
。

４０
　
【
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

　
※
同
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機
関

で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
や
む
を
得

ず
車
で
お
越
し
の
際
は
、
近
隣
の

有
料
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

路
上
駐
車
・
近
隣
店
舗
へ
の
駐
車

は
、
固
く
お
断
り
し
ま
す
。
な
お
、

障
害
の
あ
る
方
に
は
駐
車
場
を
用

意
し
ま
す
の
で
、
市
文
化
協
会
☎

４
７
７
・
４
７
０
０
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

　
【
内
容
】
式
典
、
ス
ラ
イ
ド

シ
ョ
ー
、
和
太
鼓
演
奏

湧
水
や
河
川
を
守
る
た
め

湧
水
や
河
川
を
守
る
た
め
にに

宅
地
内
の「
雨
水
浸
透
ま
す
」

宅
地
内
の「
雨
水
浸
透
ま
す
」のの

設
置
に
ご
協
力

設
置
に
ご
協
力
をを

１
月　

日（
祝
）

１１

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
す

寸
法
（
園
か
ら
指
定
の
場
合
は
そ

の
仕
様
、
寸
法
）
が
分
か
る
よ
う

に
し
て
き
て
く
だ
さ
い
。

　
●
音
楽
愛
好
家
の
為
の
お
悩
み

解
決
講
座
「
リ
ズ
ム
に
は
ま
ろ

う
！
」＝
２
月　
日
、３
月
１
日・

１６

　
日
、
い
ず
れ
も
火
曜
日
の
「
午

１５前
」。
リ
ズ
ム
を
楽
し
く
学
び
、

身
体
を
使
っ
て
実
践
し
ま
す
。
楽

器
は
い
り
ま
せ
ん
。
定
員　
人
。

１５

講
師
は 
渡  
邉  
篤  
子 
氏
。
持
ち
物
は

わ
た 
な
べ 
あ
つ 
こ

筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い
服
装
で
。

　
●
や
さ
し
い
水
彩
画
初
級
講
座

＝
３
月
３
日
・　

日
・　

日
、
い

１０

１７

ず
れ
も
木
曜
日
の「
午
前
」。
自
由

な
タ
ッ
チ
で
水
彩
画
を
描
き
、
簡

単
に
着
彩
し
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

定
員　
人
。
講
師
は 
渡  
部  
眞  
介 
氏
。

わ
た 
べ 
し
ん 
す
け

２４
持
ち
物
は
水
彩
絵
の
具
セ
ッ
ト

（
色
鉛
筆
可
）、鉛
筆（
２
Ｂ
～
４

Ｂ
の
太
さ
）、
画
用
紙
ま
た
は
ス

ケ
ッ
チ
帳
（
Ａ
４
・
Ｆ
４
・
Ｆ
６

の
大
き
さ
）。

　
●
昭
和
の
大
戦
争
の
イ
ロ
ハ
を

知
ろ
う
＝
３
月
４
日
・　

日
・　
１１

１８

日
、
い
ず
れ
も
金
曜
日
の
「
午
後

１
」。
昭
和
大
戦
の
基
本
的
な
事

柄
を
学
ぶ
大
人
の
た
め
の
授
業
で

す
。
定
員　
人
。
講
師
は
小
松
光

２４

太
郎
氏
。
持
ち
物
は
筆
記
用
具
。

【
１
回
コ
ー
ス
】

　
●
ち
り
め
ん
（
和
布
）
で
作
る

飾
り
お
手
玉
＝
２
月　
日
（
水
）

１７

の「
午
後
１
」。
和
布
の
優
し
さ
を

形
に
す
る
飾
り
お
手
玉
作
り
。
初

め
て
の
方
歓
迎
で
す
。
定
員　
人
。

１５

講
師
は 
大  
垣  
花  
子 
氏
。
教
材
費
８

お
お 
が
き 
は
な 
こ

０
０
円
。
持
ち
物
は
裁
縫
道
具
。

　
●
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ロ
ン
グ
ス
テ
イ

を
し
て
み
た
ら
＝
２
月　
日（
金
）

１９

の「
午
後
１
」。
東
欧
で
生
活
し
た

日
常
を
写
真
や
ビ
デ
オ
で
紹
介
。

ま
た
旅
行
計
画
に
必
要
な
事
な
ど
。

定
員　

人
。
講
師
は 
猪  
股  
良  
子 

い
の 
ま
た 
り
ょ
う 
こ

２０

氏
。
持
ち
物
は
筆
記
用
具
。

　
●
光
の
話
あ
れ
こ
れ
＝
３
月
２

日
（
水
）
の
「
午
後
１
」。
赤
外
線
、

紫
外
線
、
色
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
な
ど

に
つ
い
て
の
話
と
楽
し
い
実
験
。

定
員　
人
。
講
師
は 
笹  
森  
宣  
文 
氏
。

さ
さ 
も
り 
の
り 
ふ
み

３６
持
ち
物
は
筆
記
用
具
。

　
【
対
象
】平
成
７
年
４
月
２
日
～

８
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

　
【
お
願
い
】新
成
人
の
皆
さ
ん
に

は
、
す
で
に
案
内
状
を
送
付
し
て

い
ま
す
。
届
い
て
い
な
い
方
や　
２７

年　
月
２
日
以
降
に
転
入
し
た
方

１１
は
、
同
協
会
ま
た
は
生
涯
学
習
課

生
涯
学
習
係
☎
４
７
０
・
７
７
８

４
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
【
そ
の
他
】式
典
は
手
話
通
訳
が

あ
り
ま
す
▼
中
学
校
卒
業
時
の
恩

師
の
先
生
に
も
出
席
し
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
▼
式
典
終
了
後
は
、

同
セ
ン
タ
ー
２
階
学
習
室
を
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
歓
談
に
ご
利

用
く
だ
さ
い

　
詳
し
く
は
同
協
会
ま
た
は
同
係

へ
。

　
こ
れ
ま
で
当
た
り
前
だ
っ
た

「
雇
わ
れ
る
働
き
方
」
に
代
わ
っ

て
、「
起
業
」と
い
う
働
き
方
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
好
き
な
こ
と
を
仕
事
に
し
た

い
」、「
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に

し
な
が
ら
仕
事
を
し
た
い
」、「
自

分
が
持
っ
て
い
る
力
を
も
っ
と
活

か
し
た
い
」。
そ
ん
な
希
望
を
叶

え
る
選
択
肢
の
１
つ
で
あ
る
「
起

業
」
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
事
例

と
知
識
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
【
講
座
内
容
】①
私
ら
し
く
働
く

「
起
業
の
種
」
を
見
つ
け
よ
う
！

②
起
業
に
ま
つ
わ
る
お
金
や
制
度

の
話

　
【
日
時
】木
曜
日
開
催
コ
ー
ス

＝
①
が
１
月　
日
、
②
が
１
月

２１

　
日
の
い
ず
れ
も
午
前　
時
～

２８

１０

正
午
▼
土
曜
日
開
催
コ
ー
ス
＝

①
が
２
月
６
日
、②
が
２
月　
日
１３

の
い
ず
れ
も
午
後
２
時
～
４
時

　
【
会
場
】男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
会
議
室

　
【
定
員
】各
コ
ー
ス
先
着　
人
１５

（
要
申
し
込
み
）

　
【
講
師
】①
が 
H
e
r
b
N
e
t 

ハ

ー

ブ

ネ

ッ

ト

代
表
で
２
級
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ

ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
技
能
士
の 
浅 あさ

 
川  
絢  
子 
氏
、
②
が
税
理
士
の

か
わ 
じ
ゅ
ん 
こ

　
法
律
・
制
度
を
知
る
こ
と
は
、

幅
広
い
視
点
か
ら
、
自
分
の
人
生

を
自
分
で
選
択
す
る
力
と
な
り
ま

す
。
　
高
齢
化
社
会
を
迎
え
、
家
族
の

形
態
は
多
様
化
し
、
単
身
女
性
は

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
女
性
一

人
ひ
と
り
が
安
心
し
て
、
生
き
生

き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
遺
言
・

相
続
・
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て

２
回
に
わ
た
り
学
び
ま
す
。

　
【
講
座
内
容
】
①
相
続
・
贈
与
・

遺
言
の
法
律
知
識
②
成
年
後
見
の

法
的
知
識

上
田
洋
平
氏

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
そ
の
他
】２
歳
～
未
就
学
児

の
保
育
あ
り（
定
員
５
人
）。
木

曜
日
コ
ー
ス
が
１
月
８
日（
金
）

～　
日（
水
）、土
曜
日
コ
ー
ス

１３
が
１
月
８
日（
金
）～　
日（
月
）

２５

に
要
予
約

　
申
し
込
み
は
、
い
ず
れ
の

コ
ー
ス
も
１
月
８
日
（
金
）
か

ら
電
話
ま
た
は
直
接
同
セ
ン

タ
ー
☎
４
７
２・０
０
６
１（
火

曜
日
休
館
）
ヘ
。

　
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
【
日
時
】①
が
１
月　
日
、②

２２

が
１
月　
日
の
い
ず
れ
も
金
曜

２９

日
午
前　
時
～
正
午

１０

　
【
会
場
】男
女
平
等
推
進
セ
ン

タ
ー
会
議
室

　
【
定
員
】各
回
先
着　
人（
要

２０

申
し
込
み
）

　
【
講
師
】東
京
三
弁
護
士
会
多

摩
支
部
所
属
弁
護
士
の
①
が
清

水
光
子
氏
、
②
が
小
西
紀
子
氏

　
【
参
加
費
】
無
料

南
沢
、
学
園
町
、
ひ
ば
り
が
丘
団

地
、
南
町
、
前
沢
一
～
三
丁
目

　
【
日
時
】
１
月　
日
（
月
）
午
後

１８

１
時
～
２
時
半

　
【
会
場
】中
央
町
地
区
セ
ン
タ
ー

第
１
会
議
室

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
中
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

０
・
８
１
８
６
へ
。

◎
西
部
地
域
に
居
住
の
方

　
【
対
象
】
前
沢
四・五
丁
目
、
滝

山
、
野
火
止
、
八
幡
町
、
柳
窪
、

弥
生
、
下
里

　
【
日
時
】
１
月　
日
（
月
）
午
後

２５

１
時　
分
～
２
時
半

１５

　
【
会
場
】西
部
地
域
セ
ン
タ
ー
講

習
室
２

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
西
部
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

２
・
０
６
６
１
へ
。

の
あ
け
ぼ
の
儿
考
古
学
に
み
る
東

久
留
米
の
原
始・古
代
」（
１
５
０

０
円
）
▼
「
東
久
留
米
の
江
戸
時

代
儿
文
化
財
か
ら
み
た
東
久
留
米

の
村
々
儿
」（
１
７
０
０
円
）
▼

「
東
久
留
米
の
近
代
儿
明
治
・
大

　
優
秀
賞
＝
「
手
を
出
す
な　
未

来
を
う
ば
う　
危
険
ド
ラ
ッ
グ
」

田
中
絢
子
さ
ん
（
大
門
中
学
校
１

年
）
▼
優
良
賞
＝
「
薬
物
で　
苦

し
む
君
を　
見
た
く
な
い
」
本
田

俊
之
介
さ
ん
（
西
中
学
校
３
年
）

　
詳
し
く
は
健
康
課
予
防
係
☎
４

７
７
・
０
０
３
０
へ
。

　
都
で
は
、
都
内
の
中
学
生
に
薬

物
乱
用
問
題
に
つ
い
て
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
毎
年
薬
物

乱
用
防
止
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
の
募

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
　
年
度
の
募
集
に
は
５
万
点
を

２７
超
え
る
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

の
中
か
ら
市
内
の
中
学
生
の
２
作

品
が
標
語
部
門
で
入
選
し
ま
し
た
。

　

年
度

２７

　
多
摩
地
域
の
市
町
村
が
発
行
し

て
い
る
郷
土
史
や
文
化
財
・
自
然

関
係
の
刊
行
図
書
が
一
堂
に
集
ま

る
「
多
摩
郷
土
誌
フ
ェ
ア
」
が
今

年
も
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
は　
２７

市
町
村
の
図
書
な
ど
が
展
示
・
有

料
頒
布
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
。
主
催
は
東
京
都
市

社
会
教
育
課
長
会
文
化
財
部
会
。

　
【
日
時
】
１
月　
日
（
土
）・　

２３

２４

日
（
日
）
の
午
前　
時
～
午
後
５

１０

時
（　
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

２４

　
【
会
場
】立
川
市
女
性
総
合
セ
ン

タ
ー
ア
イ
ム
１
階
健
康
サ
ロ
ン

（
立
川
市
曙
町
２
ノ　
ノ
２
）

３６

市
の
郷
土
誌
の
ご
案
内

「
東
久
留
米
市
史
」（
５
０
０
０

円
）
▼
「
東
久
留
米
市
史
史
料
」

（
４
０
０
０
円
）
▼
「
東
久
留
米

「
第

回
多
摩
郷
土
誌
フ
ェ
ア
」

「
第　

回
多
摩
郷
土
誌
フ
ェ
ア
」をを

２８２８

開
催
し
ま

開
催
し
ま
すす

正・昭
和
前
期
」（
１
３
０
０
円
）▼

「
光
の
交
響
詩
儿
写
真
で
つ
づ
る

ふ
る
さ
と
東
久
留
米
」（
１
３
０
０

円
）
▼
「
指
定
文
化
財
編
」（
７
０

０
円
）
▼
「
地
名
編
」（
８
０
０

円
）
▼
「
板
碑
編
」（
５
０
０
円
）

▼
「
絵
馬
編
」（
７
０
０
円
）
▼

「
明
治
時
代
各
村
地
引
絵
図
Ⅰ
～

Ⅲ
」（
５
５
０
円
～
１
０
０
０
円
）

▼「
多
摩
の
昆
虫
」（
１
０
０
０
円
）

▼「
東
久
留
米
の
野
草
」（
８
０
０

円
）
▼
「
東
久
留
米
の
野
鳥
」（
９

　
【
観
察
場
所
】
落
合
川・自
由

学
園
（
学
園
町
一
丁
目
）
他

　
【
対
象
】ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
（
小
学
３
年
生
以
下
は
、

保
護
者
の
同
伴
が
必
要
）

　
【
定
員
】
先
着　
人
程
度

２５

　
【
費
用
】１
人
１
０
０
円（
保

険
代
。
当
日
集
金
）

　
申
し
込
み
は
土
曜
・
日
曜
日

を
除
く
１
月　
日
（
金
）
～　

１５

２９

日
（
金
）
の
午
前
９
時
～
午
後

が
生
息
し
て
い
る
こ
と
を
実
感
し

て
野
鳥
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
貴
重
な
発

見
が
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
２
月　
日
（
日
）
午
前

１４

８
時
～
正
午
、
市
役
所
１
階
屋
内

ひ
ろ
ば
集
合
・
解
散
予
定

　
市
で
は
、
自
由
学
園
・
東
久
留

米
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
会
な

ど
の
協
力
に
よ
り
、
環
境
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
「
冬
の
渡
り
鳥
観
察
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
当
日
は
、
落
合

川
周
辺
や
自
由
学
園
内
を
散
策
し

な
が
ら
、
渡
り
鳥
の
紹
介
を
聞
き

ま
す
。
市
内
に
も
多
く
の
渡
り
鳥

　
多
摩
北
部
都
市
広
域
行
政
圏
協

議
会
（
東
久
留
米
市
、
小
平
市
、

東
村
山
市
、清
瀬
市
、西
東
京
市
）

で
は
、
共
同
事
業
「
多
摩
六
都

フ
ェ
ア
」
の
一
環
と
し
て
「
ぴ
ゅ

あ 
あ
ー
と
展
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
圏
域
５
市
に
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
障
が
い
の
あ
る
皆
さ
ん
に
応

募
い
た
だ
い
た
作
品
（
絵
画
、
工

作
、
陶
芸
な
ど
）
の
中
か
ら
、
専

門
家
に
よ
っ
て
選
考
さ
れ
た
作
品

を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
制
作
者

を
開
催
初
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
で
紹
介
し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
も
予
定
し
て
い

日
中
一
時
支
援
事
業
介
護
人

　
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

障
害
者
（
児
）
の
日
中
一
時
支
援

事
業
の
介
護
人
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
【
仕
事
の
内
容
】セ
ン
タ
ー
内
で

障
害
者
（
児
）
の
日
中
活
動
の
支

援
な
ど
（
短
時
間
で
も
可
）

　
【
時
給
】
９
１
０
円

　
【
資
格
】介
護
職
員
初
任
者
研
修
、

介
護
福
祉
士
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

な
ど（
資
格
に
つ
い
て
は
応
相
談
）

　
詳
し
く
は
、
さ
い
わ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
☎
４
７
７
・
２
７
１
１
へ
。

視

覚

障

害

者 

ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー

　
さ
い
わ
い
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
は
、

視
覚
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
を

５
時
に
環
境
政
策
課
へ
電
話

（
４
７
０
・
７
７
５
３
）
ま
た

は
電
子
メ
ー
ル（kankyoseisak

u@
city.higashikurume.lg.jp

）

で
連
絡
を
。
電
子
メ
ー
ル
の
場

合
は
、
タ
イ
ト
ル
を
「
渡
り
鳥

観
察
会
参
加
希
望
」
と
し
、
参

加
を
希
望
す
る
方
全
員
の
氏

名
・
住
所
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

双
眼
鏡
貸
し
出
し
（
無
料
）
希

望
の
有
無
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。　
※
双
眼
鏡
を
お
持
ち
の

方
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
へ
。

　
【
そ
の
他
】２
歳
～
未
就
学
児

の
保
育
あ
り（
定
員
５
人
）。
１

月
８
日
（
金
）
～　
日
（
水
）

１３

に
要
予
約

　
申
し
込
み
は
①
・
②
の
い
ず

れ
も
１
月
８
日
（
金
）
か
ら
電

話
ま
た
は
直
接
同
セ
ン
タ
ー
☎

４
７
２
・
０
０
６
１
（
火
曜
日

休
館
）
へ
。

　
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

０
０
円
）
▼
「
埋
蔵
文
化
財
調
査

報
告
第
６
集
～
第　
集
」（
５
０
０

４１

円
～
３
０
０
０
円
）
▼
「
ふ
る
さ

と
マ
ッ
プ
」（
２
０
０
円
）な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
書
籍
は
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
（
市
役
所
２
階
）
と
郷

土
資
料
室
で
閲
覧
・
販
売
し
て
い

ま
す
（
閲
覧
は
市
立
図
書
館
で
も

で
き
ま
す
）。

　
詳
し
く
は
郷
土
資
料
室
☎
４
７

２
・
０
０
５
１
へ
。

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
１
月　
日
（
水
）
が
午

２０

後
４
時
～
６
時
（
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

セ
レ
モ
ニ
ー
を
５
時
か
ら
予
定
）、

　
日
（
木
）・　
日
（
金
）
が
午
前

２１

２２

　
時
～
午
後
５
時

１０
　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
・

屋
内
ひ
ろ
ば
（
市
役
所
１
階
）

　
【
入
場
料
】
無
料

　
詳
し
く
は
企
画
調
整
課
☎
４
７

０
・
７
７
０
２
へ
。

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
【
仕
事
の
内
容
】視
覚
障
害
者
の

外
出
支
援
（
外
出
先
に
お
い
て
必

要
な
視
覚
的
情
報
の
支
援
な
ど
）

　
【
時
給
】
１
０
０
０
円
か
ら

　
【
資
格
】同
行
援
護
従
業
者
養
成

研
修
（
一
般
課
程
お
よ
び
応
用
課

程
）
を
終
了
し
た
方
。
年
齢
は　
６５

歳
ぐ
ら
い
ま
で
（
要
相
談
）

　
【
そ
の
他
】短
時
間
の
ガ
イ
ド
が

で
き
る
方
を
歓
迎
し
ま
す

　
詳
し
く
は
、
さ
い
わ
い
福
祉
セ

ン
タ
ー
☎
４
７
７
・
２
７
１
１
へ
。

　
市
営
自
転
車
等
駐
車
場
の
う

ち
、
西
第　
自
転
車
等
駐
車
場

１０

（
定
期
利
用
）
に
つ
い
て
は
、

　
年
度
の
募
集
を
中
止
し
、
代

２８替
駐
車
場
の
確
保
を
検
討
し
て

い
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
西
第　
一
時
利

１０

用
自
転
車
等
駐
車
場
を
拡
張
し

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西西
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転
車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐
車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場

市
営
西
第　

自
転
車
等
駐
車
場
のののののののののののののののののののののの

１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１０００００００００００００００００００００１０

代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代
替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替替
駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐駐
車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車
場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場場
ににににににににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

代
替
駐
車
場
に
つ
い
てててててててててててててててててててててて

て
提
供
し
、
対
応
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
な
お
、
原
動
機
付
自
転

車
に
限
り
、
定
期
利
用
駐
車
場

と
し
て
登
録
が
で
き
ま
す
。

　
詳
し
く
は
管
理
課
管
理
調
整

担
当
☎
４
７
０
・
７
７
６
４
へ
。

みどり東京シ
ンボルマーク

生
年
月
日
・
経
歴
お
よ
び
社
会
活

動
の
経
験
な
ど
を
記
入
の
上
、
〒

２
０
３
儿
８
５
５
５
、
市
役
所
生

活
文
化
課
男
女
共
同
参
画
係
宛
て

郵
送
、
電
子
メ
ー
ル
（seikatsub

unka@
city.higashikurume.lg.j

p

）ま
た
は
直
接
同
課（
市
役
所
２

階
）
へ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
同
係
☎
４
７
０
・
７

７
３
８
へ
。

　
【
選
考
】
書
類
選
考
と
面
接

　
申
し
込
み
は
１
月　
日
（
月
）

２５

ま
で
に
（
必
着
）、「
男
女
共
同
参

画
社
会
実
現
の
た
め
の
あ
な
た
の

考
え
」
を
４
０
０
字
程
度
に
ま
と

め
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・

男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男
女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女
平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等等
推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推
進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議

男
女
平
等
推
進
市
民
会
議
のののののののののののののののののののののののののの

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
ををををををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集
ししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままま

市
民
委
員
を
募
集
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
男
女
平
等
推
進
市
民
会
議
は
、

市
長
の
諮
問
に
応
じ
、
こ
れ
ま
で

８
期
に
わ
た
っ
て
地
域
の
中
で
男

女
が
共
に
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
提
言
を

続
け
て
き
ま
し
た
。
８
期
目
で
は
、

「
第
２
次
男
女
平
等
推
進
プ
ラ

ン
」
の
評
価
方
法
や
進
捗
状
況
評

価
の
答
申
を
行
い
、
市
は
そ
の
実

現
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
回
、
第
９
期
の
市
民
会
議
設

置
に
当
た
り
、
市
民
公
募
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

　
【
対
象・募
集
人
数
】
市
内
在
住

で　
歳
以
上
の
方
。
４
人

２０
　
【
任
期
な
ど
】任
期
は
４
月
か
ら

２
年
間
。　

回
程
度
の
会
議
（
平

１４

日
午
後
６
時
半
か
ら
）
を
予
定

　
【
検
討
内
容
】第
２
次
男
女
平
等

推
進
プ
ラ
ン
の
進
捗
状
況
評
価
、

次
期
プ
ラ
ン
の
策
定
な
ど

多
摩
六
都
フ
ェ
ア

ぴ
ゅ
あ
あ
ー
と
展

雨

雨どい 雨どい
建物 雨水浸透ます

地面

単粒度砕石 透水シート

雨水浸透のしくみ

浸透ますの構造
法
律
・
制
度
を
知
ろ
う
N
o
・
４

「
遺
言
・
相
続
・
成
年
後
見
に
つ
い
て
」

受
講
生
を
募
集
し
ま
す

市
民
大
学
短
期
コ
ー
ス

入
所
児
童
保
護
者
助
成
を
始
め
ま
す

薬
物
乱
用
防
止
標
語（
東
京
都
選
考
）に

市
内
の
中
学
生
の
作
品
が
入
賞
し
ま
し
た

１
月　

日
～　

日
は

１５

２１

　

防
災
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
週
間
で
す

成
人
の
日
の
つ
ど
い

文
化
財
を
火
災
な
ど
か
ら
守
ろ

文
化
財
を
火
災
な
ど
か
ら
守
ろ
うう

１
月

日
は「
文
化
財
防
火
デ
ー
」で

１
月　

日
は「
文
化
財
防
火
デ
ー
」で
すす

２６２６

ひ
が
し
く
る
め
女
性
起
業
・
創
業
支
援
事
業

「供
起
業
の
種
僑を
見
つ
け
よ
う
！
」（
２
回
連
続
講
座
）

男
女
平
等
推
進
セ
ン
タ
ー
主
催


